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η

聖
者
を
上
し
く

読
む
た
め
に

「如
何
に
聖
書
を
解
釈
す
る
か
」

平
良
善
郎
（解
釈
学
概
論
教
師
）

沖
縄
聖
書
学
園
は
、
聖
書
六
六

巻
を
正
し
く
読
み
、
真
理
の
御
言

葉
の
奥
義
、
そ
の
豊
か
さ
を
学
ん

で
い
る
。
如
何
に
御
言
葉
を
正
し

く
解
釈
す
る
か
、
そ
の
問
い
に
対

し
て
、
正
統
主
義
的
神
学
に
固
く

立
ち
、
聖
書
は

「神
の
言
葉
で
あ

る
」
と
い
う
確
信
の
も
と
、
歩
み

続
け
て
い
る
学
び
舎
で
あ
る
。

教
会
史
の
歴
史
的
変
遷
は
、
聖

書
解
釈
の
重
要
性
を
は
つ
き
り
と

物
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
正

し
く
聖
書
を
読
み
、
解
釈
す
る
こ

と
が
教
会
形
成
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
信
徒
聖

書
学
校
・信
徒
伝
道
者
学
校
で
は
、

正
統
主
義
的
聖
書
解
釈
に
立
つ
教

師
を
通
し
て
、
ま
た
、
沖
縄
聖
書

神
学
校
で
は
「聖
書
解
釈
学
概
論
」

と
い
う
学
び
を
通
し
て
聖
書
を
正

し
く
読
み
、
解
釈
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
学
び

は
、
様
々
な

「人
々
を
誤
り
に
導

こ
う
と
す
る
悪
賢
い
人
間
の
、
風

の
よ
う
に
変
わ
り
や
す
い
教
え
に
、

も
て
あ
そ
ば
れ
た
り
、
引
き
回
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
」
（
エ
フ
ェ

ソ
四
章

一
四
節
）、
ゆ
る
ぎ
な
い
信

仰
に
歩
む
者

へ
と
導
く
の
で
あ
る
。

そ
の
聖
書
解
釈
の
歴
史
を
学

び
、
そ
の
足
跡
を
迪
る
こ
と
に
よ

り
、
教
会
に
押
し
寄
せ
る
様
々
な

教
え
の
波
に
対
処
す
る
備
え
が
導

か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
も
し
、
教

会
が
異
端
的
な
教
え
に
迷
わ
さ
れ

る
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
体
な
る

教
会
が
互
い
に
裁
き
合
い
、
愛
が

冷
め
、
分
裂
と
い
う
、
悲
し
い
現

実
も
起
こ
り
得
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
聖
書
解
釈
学
と
い
う
学
び

を
通
し
て
、
そ
の
様
々
な
教
え
に

対
し
て
適
切
に
対
応
す
る
備
え
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
教
会
の
愛
の

交
わ
り
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

聖
書
に

「御
言
葉
が
開
か
れ
る

と
光
が
射
し
出
で
／
無
知
な
者
に

も
理
解
を
与
え
ま
す
。
」
（詩
編

一

一
九
編

一
三
〇
節
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
聖
書
を
正
し
く

学
び
、
正
し
く
解
釈
す
る
歩
み
は
、

私
た
ち
の
心
に
光
が
射
す
歩
み
で

あ
る
。
日
々
の
信
仰
生
活
の
中
で

何
が
真
理
で
、
ど
の
よ
う
に
歩
む

べ
き
か
を
悟
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

神
の
愛
の
奥
深
さ
を
悟
る
者

へ
と

導
か
れ
、
全
知
全
能
な
る
神
が
十

字
架
で
命
を
献
げ
る
ほ
ど
に
、
私

た
ち
を
愛
さ
れ
、
赦
さ
れ
て
い
る

と
い
う
確
信
が
増
す
の
で
あ
る
。

今
、
こ
の
社
会
情
勢
の
中
で
、
共

に
聖
書
を
学
ぼ
う
で
は
な
い
か
。
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主
の
協
カ
オ
と
な
ろ
う

沖
縄
聖
者
学
園
理
事
長

た
真
利
彦
夫

（切
屋
バ
プ
テ
ス
ト
れ
会
）

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

私
た
ち
の
学
園
は
、　
ユ
ニ
ー
ク
な

存
在
で
す
。
校
舎
が
な
く
、
生
徒
よ

り
も
教
師
が
多
い
、
不
思
議
な
学
園

で
す
。
し
か
し
、
主
の
み
言
葉
に
基

づ
き
、
主
の
弟
子
づ
く
り
に
焦
点
を

絞
り
、
「熟
練
し
た
働
き
人
を
め
ざ
し

て
」
歩
ん
で
い
ま
す
。

沖
縄
聖
書
学
園
も
歴
史
を
え
み
、

二
〇
二
四
年
に
は
創
立
五
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
。
学
園
は

「か
き
集
め
る

の
で
は
な
く
、
か
け
集
ま
る
」
群
れ

を
め
ざ
し
ま
す
。
現
在
、
協
力
教
会

五
六
、
賛
助
団
体
二
、
後
援
会
の
祈

り
と
協
力
を
得
て
、
「神
の
国
実
現
の

た
め
の
人
材
育
成
」
を
掲
げ
、
主
の

働
き
人
、
弟
子
づ
く
り
に
主
が
再
び

来
ら
れ
る
と
き
ま
で
主
の
み
言
葉
に

従
う
学
園
と
な
り
ま
す
。

学
園
報

「は
た
ら
き
人
」
が
久
し

ぶ
り
に
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
聖
書
学
園
は
、
沖
縄
信
徒
聖

書
学
校
、
沖
縄
信
徒
伝
道
者
学
校
、

沖
縄
聖
書
神
学
校
の
三
校
か
ら
な
り

ま
す
。
そ
の
始
ま
り
は

一
九
七
四
年
、

沖
縄
信
徒
聖
書
学
校
が
、
沖
縄
ク
リ

ス
チ
ヤ
ン
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
一
五

人
の
入
学
生
を
迎
え
た
時
に
遡
り
ま

す
。
そ
の
後
沖
縄
聖
書
神
学
校
が

一

人
の
新
入
生
で
一
九
七
八
年
開
校
し

学
園
報

「は
た
ら
き
人
」
第

一
号
が

発
行
さ
れ
ま
し
た

（
一
九
九
六
年
、

学
園
報
二
四
号
で
体
止
）。
一
九
九
二

年
、信
徒
伝
道
者
養
成
コ
ー
ス
開
校
。

二
〇
〇

一
年
に
現
在
の
三
校
合
同
の

沖
縄
聖
書
学
園
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

学
園
の
設
立
時
に
、
信
徒
伝
道
者
養

成

コ
ー
ス
が
二
年
制
の
信
徒
伝
道
者

学
校
と
変
わ
り
、
ま
た
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を
見
直
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
〇

〇
八
年
に
は
北
部
分
校
開
設
と
続
き

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
校
舎
と
し
て
沖
縄
ク
リ

ス
チ
ヤ
ン
ス
ク
ー
ル
、
福
音
会
館
、

沖
縄
祈
祷
院
、
那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
を
お
借
り
し
て
学
び
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
神
学
校
は
各
教
師
の

教
会
を
ク
ラ
ス
と
し
て
用
い
今
日
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。
二
〇

一
五
年

一

月
二
五
日
に
は
沖
縄
聖
書
学
園
四
〇

周
年
記
念
式
典
及
び
感
謝
会
が
那
覇

クリス五たと△ユエ鯉璧2△旦」_墜整2整立_上墜杢2塞教観2現状
世界のクリスチャン(2017年痢 24億 4千万人0トリック約12億 4千万人、フ・ロテスタント5億 5千万人、その他)

日本tのクリスチャン(2017年 )約 105万人0トリック約44万人、フ
・
けスタント約60万人、その他 1万人)

世界 68カ国を対象にギャラップの調査によると、世界人口の 7割以上が神を信 じていることが

分かった。一方、日本は人口の 29%が神を信じておらず、中国に次いで無神論者が多い国となっ

た。中国では人口の 67%が神を信じておらず、宗教的であると自認する人は 9%にすぎなかった。

世界全体では人口の 62%が宗教的だと答え、74%は人が魂を持っていると信じている。また 71%

が神を信じており、56%が天国、54%が死後の世界、49%が地獄の存在を信じている。

(chnstねntoday2018.6.1参 照)
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沖
縄
聖
孝
学
園

在
学
生
紹
介

信
徒
な
・吉
学
校

一
年
生
新
垣
美
郷（金
武
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

石
垣
マ
リ
ヤ

（前
原
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

石
高
青
恵

（教
団

¨
那
覇
相
愛
伝
道
所
）

伊
波
彩
香（泡
瀬
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

崎
原
孝
哉（那
覇
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

辺
士
名
美
恵
子

（石
川
福
音
教
会
）

山
口
八
重
子

（教
団

¨
宣
野
湾
伝
道
所
）

信
徒
聖
苦
学
校
で

学
ん
で

金
城
可
南
子
姉

（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

私
は
自
分
の
甘
い
信
仰
の
姿
勢
を

変
え
た
い
思
い
で
、
聖
書
学
校
の
人

学
を
決
意
し
ま
し
た
。
し
か
し
仕
事

と
の
両
立
は
大
変
で
、
入
学
を
後
悔

し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
先
生

に

「命
の
御
言
葉
を
、
な
ぜ
命
が
け

で
求
め
な
い
の
か
」
と
私
の
学
び
の

姿
勢
の
甘
さ
を
指
摘
さ
れ
、
生
ぬ
る

い
信
仰
生
活
を
見
透
か
し
た
言
葉
が

心
に
刺
さ
り
、
自
身
を
省
み
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
、
自
身
の

甘
え
の
部
分
と
戦
い
、
主
の
喜
ば
れ

”一年
生
小
円
島
由
美

（首
県
福
音
教
会
）

下
地
良
子（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

中
島
布
美
子

（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

長
嶺
栄
子（泡
瀬
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

安
元
史
枝（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

信
徒
伝
逍
オ
学
校

一
年
生
池
田
美
奈
子

（泡
瀬
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

大
嶺
エ
イ
子

（那
覇
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

金
城
可
南
子

（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

仲
宗
根
み
ど
り

（胡
屋
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

る
道
を
選
択
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
日
々
で
す
。
こ
ん
な
私
に
も
、

先
生
方
は
真
摯
に
向
き
合
い
感
動
を

も
つ
て
御
言
葉
を
解
き
明
か
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
続
け
る
大
変
さ
に
勝

る
学
び
の
喜
び
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
で
す
。

■
の
学
校
を
通
し
て
、
３
つ
の
恵

み
を
実
感
し
ま
し
た
．

①
試
練
が
成
長
と
な
る
事
で
す
。

「患
難
が
忍
耐
を
、忍
耐
が
品
性
を
、

品
性
が
希
望
を
生
み
出
す
」
（
ロ
マ
）。

御
言
葉
を
蓄
え
る
事
で
、
日
常
の
中

で
問
題
に
遭
遇
し
て
も
、
そ
の
先
に

主
が
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
計
画
を

期
待
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
試

練
の
中
で
も
、
主
が
訓
練
し
て
い
る

と
受
け
取
る
事
で
平
安
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

②
次
に
キ
リ
ス
ト
を
追
い
求
め
続

け
る
事
の
喜
び
で
す
。
「前
に
あ
る
競

走
を
、
忍
耐
を
も

つ
て
走
り
続
け
よ

一́年
生

小
渡
里
子（首
里
福
音
教
会
）

上
原

太

（沖
縄
グ
ロ
ー
リ
ー
チ
ャ
ベ
ル
）

玉
城
め
ぐ
み

（那
覇
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

岸
本
裕
樹（那
覇
バ
ブ
ラ
ス
ト
教
会
）

聖
書
神
学
校

二
年
生
伊
是
名

浩
（基
督
恩
寵
教
会
）

城
間

恵（沖
縄
愛
の
教
会
）

四
年
生
又
吉

勇（泡
瀬
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

安
慶
名
冴
子

（胡
屋
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

う
」
（
ヘ
ブ
）。
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、

新
し
い
奥
義
に
触
れ
感
動
と
喜
び
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
終
わ
り

な
き
祝
福
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
生

の
指
針
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

同
じ
御
言
葉
か
ら
で
も
、
語
ら
れ
る

一
一③
一
一
一
年
度

―

学
生
募
集

―

★
信
徒
聖
書
学
校

。
修
学
年
限
二
年

・
募
集
人
員
■
○
名

・
願
書
締
切
り
二
月
末
日

，
詳
細
は
入
学
案
内
を
参
照

★
信
徒
伝
道
者
学
校

。
修
学
年
限
二
年

・
募
集
人
員
二
〇
名

・
願
書
締
切
り
二
月
末
日

・
詳
細
は
入
学
案
内
を
参
照

★
沖
縄
聖
書
神
学
校

・
修
学
年
限
四
年

・
学
生
募
集
に
記
載
さ
れ
て

い
る
入
学
資
格
を
参
照

・
願
書
締
切
り

一
月
末
日

☆
神
学
校
聖
書
科

。
学
生
募
集
参
照

・
願
書
締
切
り
二
月
末
日

事
が
異
な
り
、
聖
書
は
生
き
て
働
く

神
の
言
葉
で

一
生
か
け
て
求
め
続
け

る
価
値
が
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

③
最
後
に
、
集
ま
る
事
の
素
晴
ら

し
さ
で
す
。　
一
人
で
は
続
け
ら
れ
な

か
っ
た
聖
書
の
学
び
を
喜
ん
で
行
う

事
が
で
き
た
の
は
、
同
期
の
存
在
で

し
た
。
「互
い
に
励
ま
し
合
い
徳
を
高

め
合
う
」
（テ
サ
）
。
分
か
ち
合
い
を

通
し
て
、
別
の
視
点
で
の
御
言
葉
の

解
釈
や
恵
み
を
知
る
こ
と
は
、
何
倍

も
の
祝
福
で
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

励
ま
し
と
助
け
を
頂
き
、
共
に
学

び

・
祈
り
合

っ
た
同
期
と
の
出
会
い

を
主
に
感
謝
し
ま
す
。

卒
業
は
終
わ
り
で
は
な
く
始
ま
り

で
あ
る
と
受
け
止
め
、
こ
こ
で
の
学

び
を
糧
に
私
の
人
生
を
主
に
委
ね
て

い
く
者
と
な
り
た
い
で
す
。
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